
記

主

禪

師

の

教

學

千

葉

頁

導

吾

人
は

「
若
し
も
」

・こ
云
ふ
事
に
就
て
、
時
折
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が
有
勝
で
あ
る
。
殊
に
偉
人
傑
士
の
事
蹟
に
就
て
は
、

よ
り
多
く
考

え
さ
せ
ら
れ
る
。
孔
子
も
論
語
に
管
仲
な
か
り
せ
ば
、
わ
れ
袵
を
左
に
せ
ん
、こ
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、
吾
人
は
鎭
西
記

圭
源
智
の

三
上
人
に
就

て
、

此
の
遅
の
問
題
は
い
つ
れ
劣
ら
す
同
樣

に
考
え
さ
せ
ら
れ
ぬ
事
は
無
で
は
な

い
が
、
就
中
記
主
禪
師
に
就
て
は
、

特

に
よ
り
強
く
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。
茲

に
禪
師
の
六
百
五
十
年
の
遠
忌
を
迎
ふ
る
に
當
つ
て

「
若
し
も
禪
師
の
輩
出
な
か
り
せ
ば
」
ε
云

ふ
事
を
思
ひ
濘
べ
た
時
、

吾
敏
團
の
上
に
就
て
も
、
敏
義
の
上
に
就
て
も
か
な
り
大
き
な
問
題
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
禪
師
在
ま
さ

壁
り
せ
ば

鎭
西
正
流
の
歡
團
ε
共

毋
敏
線
の
擴
張
は
如
何
で
あ

つ
た
か
、
善
導
、
宗
祗
の
正
法
は
如
何
に
な
り
ゆ
き
し
か
、
此
の
涯
の
問
題
を
整
け
て
、

あ
の
當
時
敏
界
の
情

勢
を
回
顧
し
た
時
、
孔
子
が
管
仲
を
回
想
せ
ら
れ
し
如
き
心
境
以
上
の
重
大
さ
を
感
ぜ
す
に
は
居
ら
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
縢
譽
實
海
が

大
師
滅
後
、
門
弟
各
構

一
義
、
多
岐
紛
諍
、
人
惑
二適
從
一

ε
も

云

へ
る
如
く
宗
租
の
滅
後
、
聖
道
諸
家
が
本
願
念
佛
義

に
封
す
る
認
識
の
不
足
よ
り
起
る
、
念
佛
の
侮
蔑
-こ
共

の
逍
害
や

門
下
異
流
異

端
の
擡
頭
に
對
し
て
は
、
鎭
西
上
人
既

に
畢
生
の
努
力
を
講
さ
れ
し
・こ
雖
も
、
何
分
九
州
邊
陲
の
地
で
あ
る
爲
、
其

の
歡
化
の
力
は

日
本
全

土

に
ゆ
き
亘
ら
な
か

つ
た
。
記
主
禪
師
が
鎭
西
の
口
决
を
禀
承
し
て
、
錫
を
關
東
の
地
に
移
し
、
著
述
-こ
歡
化
に
八
十
九
の
長
き

生
涯
を
捧
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げ
て
、
本
願
念
佛
の
正
義
を
明
澂
に
し
、
關
東
に
於
け
る
歡
線
擴
張
の
基
礎
を
築
き
、
門
下
よ
り
有
爲
の
人
才
を
輩
出
せ
し
事

は
、

正
法
憲

章
の
上

に
は
何
・こ
云
ふ
て
も
偉
大
な
る
功
績
で
あ
つ
た
。

二

記
主

灘
師
の
敏
學
は
其
の
著
述
た
る
所
謂
五
十
餘
帖
に
包
括
さ
れ
て
居
る
。
五
十
餘
帖
は
宗
義

口
傳
の
叙
逋
・こ
曇
鸞
道
綽
善
導
及
び
宗
祀

鎭
西
等

の
述
作
に
對
す
る
釋
義
の
記
述

で
あ
る
が
、
單
な
る
難
文
章
句
の
訓
硝
的
繹
義
で
も
な
く
、
叉
古
師
論
號
の
單
純
な
る

祗
述
で
も
な

い
。
精
緻
懇
篤
を
旨
・こ
し
宗
敏
的
大
精
祕
に
燃
え
て
、
淨
土
往
生
本
願
念
佛
義

に
對
す
る
幾
多
の
疑
問
を
解
决
し
、

宗
租
門
下
の
異
義
を
論

難
し
て
其
の
謬
見
を
是
正
し
、
偏
す
ら
正
法
の
憲
章
に
努
め
、
遠
く
遐
代
の
者
に
往
生
の
大
道
を
開
陳
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

傳
通
記

.

奥
書
に
は

多
日
筆
を
染
め
、
久
し
く
心
眼
を
費
す
、
こ
の
功
他

に
あ
ら
す
、
偏
に
出
離
の
爲
の
み
云
云

叉
决
疑
鈔
の
自
序
に
は

,

聿
に
來
命
に
順

つ
て
憖

に
以
て
之
れ
を
書
す
、
號
し
て
邏
擇
傳
弘
决
疑
鈔
・こ
い
ふ
,
傳
は
先
師
に
傳
ふ
る
な
り
、

弘
は
遺
弟
に
弘
る
な
り

决
疑
は
假
に
賓
主
を
立
て
粗
は
疑
關
を
読
き
、
鈔
は
衆
文
を
抽
て
之
を
筆
點
に
題
す

中
略

庶
幾
く
は
百
世
萬
代
克

く
易
行
に
赴
き
、
火
界

を
別

れ
て
西
刹

に
屈
ら
ん
。

叉
决
答
疑
問
鈔
の
序
に
は

然
阿
齡
六
旬
に
逼
る
、
目
閣
く
手
振

ふ
、
然
り
・こ
雖
も
來
問
の
志
を
感
じ
、
利
生
の
多
か
ら
ん
事
を
思

ふ
て
、
餘
塞
の
風
を
凌
ぎ

頽
齡
の

筆
を

走
ら
し
、
先
聞
の
趣
を
載
せ
て
、
後
輩
の
疑
問
を
答

へ
畢
ぬ
。
云
云
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述
作
の
趣
意
、
他
も
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

總
括
的

に
五
十
餘
帖
述
作
の
基
本
的
精
祚
,こ
も
見
る
べ
き
は

文
を
ば

諸
佛
の
歡
意
に
見
入
つ
て
、
義
を
ば
極
悪
の
罪
人
も
往
生
す
る
樣
に
言
ふ
べ
き
な
り
。

此
の
語
は
要
阿
夢
中
感
得
の
語
で
あ
つ
て
、
後

日
鎭
西
上
人
に
面
接
し
て
其
の
實
を
確
め
即
時
自
房
の
柱

に
銘
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

記
主

禪
師
は
此
の
夢
告
の
大
訓
を
生
涯
の
箴
、こ
し
て
、
常
に
心
を
末
代
愚
悪
の
人

(
下
三
品
の
機
)
の
實
際
に
訴

へ
て
、
念
佛
實
踐
の

心
行
業
を

誰
れ
人

に
も
實
際

に
實
行
し
得
る
心
行
業
、こ
し
て
釋
示
さ
れ
た
、
此
の
釋
述
こ
そ
記
主
獨
特
の
妙
釋
-こ
も
云
は
れ
得
る
者
で
あ
る
。

善
導
宗

組
の
意

も
本
よ
り
同

一
で
は
あ

つ
た
が
、
著
述
文
面
の
上
に
は
未
だ
確
然
ε
顯
は
れ
す
、
後
學
の
者
の
如
何
樣
に
も
解
釋
出
來
る

餘
地
が
あ

つ
た
、
之
れ
宗
祗
門
下
に
異
解
異
流
義
が
輩
出
し
九
所
以
で
あ
る
。

さ
て
諸
佛
の
敏
意
に
見
入
る
等

こ
は
、
拾
遺
鈔
に
は
、
總
じ
て
淨
土
の
經
文
を
指
し
、
別
し
て
は

一
句

一
丈
の
由
來

す
る

根
本
的
精
憩

こ

も
述

べ
、
叉
三
經
三
佛
の
本
意
に
契
通
す
る
こ
ーこ
、
叉
隨
順
佛
歡
、
隨
順
佛
意
、
隨
順
佛
願
の
精
祚
を
指
す
,こ
も
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

つ
ま

り
彌
陀

釋
迦
諸
佛
の
大
精
祚
を
確
實
に
把
握
し
て
敏
義
を
取
捌
か
ん
ε
す
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
此
の
氣
分
が
記
主
灘

師
の

五
十
餘
帖
を

一

貫
し
た

る
基
本
的
精
祚
で
あ

つ
た
。
此
の
諸
佛
の
歡
意

に
見
入
る
底
の
基
本
的
精
紳
の
内
容
を
構
成
す
る
に
は
、
少
く
・こ
も

釋
釁

一
代
佛
歡

の
奥
義

を
窮
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
禪
師
は
二
祗
鎭
西
が
所
謂

「
單
聖
道
門
の
人
、

單
淨
土
門
の
人

は
之
れ

(
本
願
念
佛
往
生
の
義
)
を
知
る
べ

か
ら
す
、
聖
道
淨
土
象
學
の
人
之
れ
を
知
る
べ
し

中
略

此
れ
則
ち
聖
歡
の
源
底
な
り
、
法
門
の
奥
藏
な
り
し
の
語
を

一
代
修
養
の
指
導
精
祚

ε
し
て
、
此
の
語
を
眞
正
直

に
受
け
入
れ
て
、
全
佛
敷
の
研
鑽

に
畢
生
の
努
力
を
蠱
し
、
聖
敏
の
源
底
を
叩
き
法
門
の

奥
義
に
通
じ
て
、
諸
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佛
の
敏
意

に
見
入
る
底
の
識
見
を
以
て
鸞
師
の
論
註
を
捌
き
、
導
師
の
觀
經
疏
を
租
述
し
、
宗
阻
の
選
擇
集
を
釋
述
し
、

在
阿
の
請
求
に
應

じ
て
後
學

の
疑
問
を
解
决
さ
れ
た
、
斯
く
て
五
十
餘
帖
は
皆
同
樣
に
其
の
基
本
的
精
帥
に
よ
り
て
記
述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
て
見
る
,こ
五

十
餘
帖
に
は
三
佛
の
大
精
紳
が
基
本
-こ
な
り

一
貫

し
て
流
れ
て
居
る
、
換
言
せ
ば
五
十
餘
帖
は
三
佛
大
悲
の
流
露
で
あ
る
ε
も

云
ひ
得
ら
る

玉
の
で
あ

る
。

然
か
し
今
五
十
餘
帖
を
通
覽
す
る
に
、
時
折
隨
處
に
性
相
學
的
の
緻
密
な
る
釋
呈
の
存
す
る
あ
り
、

或
は
繁
鑚
の
嫌
ひ
な
き
に
あ
ら
ざ
れ

FjJ
も
、
ソ

バ
禪
師
が
聖
道
執
見
の
學
徒
及
び
同
門
後
學
の
疑
惑
を
解
决

せ
ん
が
爲
の
親

切
綿
密
な
る
精
紳
の
流
露
で
あ

ゐ
。

然
る
を
其
等
の

釋
呈
を
捕

え
て
禪
師
の
教
學
を
云
爲
す
る
は
、
夫
だ
禪
師
を
認
識
す
る
事
の
術
遠
き
者
で
あ
ち
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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四

記
圭
禪
師
が
五
十
餘
帖
中
特

に
重
き
を
お
か
れ
た
の
は
、
歡
理

(宗
旨
、
宗
義
)
の
方
よ
り
は

寧
ろ
實
踐

(行
儀
)
の
方
面
で
あ
る
。
蓋

し
之
れ
本
宗
元
來
の
宗
是
で
あ

る
、
行
儀
中
殊
に
三
心
義

に
就
て
は
周
到
綿
密
で
あ
つ
た
。
鸞
師
の
論
註

に
し
ろ
、

導
師
の
觀
經
疏

に
し
ろ

宗
祗
の
選
擇
集
に
し
ろ
、
實
踐
上
の
詳
細
な
る
點
に
至
り
て
は
、
文
面
顯
然
を
缺

く
・こ
こ
ろ
あ
る
を
以
て
如
何
様

に
も

解
釋
し
得
ら
る
玉
餘

地
が
あ
る
。
至
誠
心
の
釋
に
就
て
も
、
導
師
の
疏
に
は

「
至
者
眞
、
誠
者
實
」
、こ
あ
つ
て
、
實
踐
上
如
何
な
る
心
掛
な

る
か
を

具
體
的

に
明

か
さ
れ
て
な
い
故
、
或
は
之
れ
を
嚴
肅
な
る
意
義
に
解
し
て
、
至
誠
天
に
通
す
る
底
の
心
境
な
り
ε
解
し
、
或
は
韋
提
希
夫
人
の

信
心
徹
到

の
心
状
な
り
ご
、
或
は
斯
る
翼
實
心
は
凡
夫

に
は
本
よ
り
持
合
せ
が
な
い
、
至
誠
心
に
し
ろ
深
心
に
し
ろ
三
心
は
皆
佛
の

方
に
あ
り
・こ
云
ふ

如
き
種
々
な
る
義
が
顯
は
れ
た
。
論
註
の
如
實
修
行
の
語
に
對
す
る
解
繹
も
、
實
相
身
爲
物
身
を
知
る
ーこ
云
ふ
語
に
就
て
も
、

一
法
句
の

一

元
に
對
し
て
も
、
業
事
成
辨
に
就
て
も
何
れ
も
同
樣
に
異
義
區
々
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
異
義
の
多
く
は
之
れ
を
吾
人

一
般

凡
夫
の
實
踐
的
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事
實
に
即
し
て
、
廣
く
十
方
衆
生
の
機
に
當
嵌
め
之
れ
を

一
考
し
た
時
、
或
る
皆

に
は
通
用
す
る
が
或
る
者
に
は
役
立
ぬ

結
果
を
見
る
。
印

ち
現
代
吾
入

一
般
の
者
の
實
踐
的
事
實
の
前
に
は
、
論
註
も
役
立
た
す
御
疏
も
聞
に
合
は
な
く
な
つ
て
、
本
願
念
佛
の
韓
遍
、こ
必
然
の
理
は

何
處

へ
か
失
は
れ
行
く
の
で
あ
る
。

記
主

禪
師
は
夢
告
の
所
謂

「
義
を
ば
極
悪
の
罪
人
も
往
生
す
る
樣
に
言
べ
き
な
り
」

の
訓
を
守
り
、
之
れ
を
基
本
ε
し
て
、

念
佛
實
踐
の

道
を
、
あ
ら
ゆ
る
入
聞

(
機
)

の
實
際
的
事
實
に
當
嵌
め
、
最
低
限
た
る
極
重
惡
人
頻
死
の
傷
合

(下
中
、
下
々
の
機
)
に
も
、

心
行
具
足

し
得
ら
る
る
事
を
懇
設
し
、
如
實
行
相
の
具
體
的
の
有
樣
に
就
て
も
、
實
相
爲
物
の
二
身
を
知
る
・こ
云
ふ
事
に
就
て
も
、

其
他
念
佛
實
踐
の

心
行
業
の
諸
問
題

に
就
て
、
皆
誰
れ
し
も
事
實

に
帥
し
て
、
實
現
し
得
ら
る

」
方
途
を
開
闡
さ
れ
た
。
此
の
輝
師
の
開
導
こ
そ
、

吾
人
に
取

り
て
救
の
道
が
障
礙
な
く
開
か
れ
た
、こ
も
云
ひ
得
ら
れ
る
。

五

此
に
於
て
か
吾
人
愚
悪
の
者
の
念
佛
實
踐
の
前
に
は
、
禪
師
の
開
導
ー

五
十
餘
帖
1

に
依
て
鸞
師
の
論
註
も
生
き
、
導
師
の
觀
經
疏
も

生
き
、
宗
組
の
選
擇
集
も
其
他
先
哲
の
所
述
す
べ
て
が
生
か
さ
れ
て
來
た
譯
で
あ
る
。
要
す
る
に
禪
師
の
敏
學
t

五
十
餘
帖
ー

は
吾
人

に
念
佛

往
生
義
の
典
邏
必
然
を
事
實
の
上
に
具
現
し
、
佛
組
の
眞
意
を
傳

へ
て
、
異
義
を
是
正
し
、
吾
人
を
し
て
歪
曲
な
く

白
道
精
進
の
方

途
を
開
導
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
本
宗
が
古
來
、
禪
師
の
教
學
た
る
五
十
餘
帖
を
、
重
書

-こ
し
て
秘
藏
奪
重
し
、
宗
學
の
上
に
於
て
は

所
謂
二

祺
三
代

の
定
判
、こ
し
て
、
末
代
の
龜
鑑
に
仰
ぐ
所
以
、
全
く
此
等
の
點
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

禪
師

の
歡
學
に
樹
し
、
或
は
其
の
繁
鎖
を
か
こ
ち
、
或
は
宗
組
及
び
鎭
西
・こ
の
間

に
差
別
を
見
ん
、こ
す
る
が
如
き
は
、

髓
を
逸
し
て
皮
相

を
逐
ふ
の
類
、
吾
入
の
與
み
せ
ざ
る
所
、
吾
人
を
し
て
云
は
し
む
れ
ば
、
禪
師
の
開
導

は
、
吾
人
の
前
に
は
何
等
の
惑

ふ
所
な
く

寧
ろ
簡
明
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な
る
を

よ
ろ
こ
ぶ
、
殊
に
叉
禪
師
は
善
導
宗
祗
鎭
西
の
眞
意
の
徇
幽
微
な
り
し
所
を
、
鮮
明
に
さ
れ
た
る
も
の
な
る
べ
く
、

導
室
辨
然
の
四

師

は
、
倶

に
諸
佛

の
敏
意

に
契
通
し
て
内
鑑
冷
然
、
殊
に
二
租
鎭
西
の

「然
阿
是
辨
阿
之
成
へ
盛
年
一也
」
の
語
を
省
察
す
る
時
、

禪
師
の
開

導

は
鎭
西
上
人
開
導
の
延
長
た
る
べ
し
、
さ
れ
ば
張
い
て
其
の
間
の
別
を
見
立
つ
る
要
な
か
る
べ
し
。
唯
だ
仰
で
祗
徳

の

廣
大
慈
恩
を
謝
せ

ん
。
巳
耳

合
掌
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